
（文責：後藤 達人） 
  
平成 25 年の幕開けです。学校としては，

第3学期を迎えました。旧年中は，保護者や

地域の皆様には，たいへんお世話になり，あ

りがとうございました。3学期も引き続き，ご理

解とご協力を賜りますよう，心よりお願い申し

上げます。 

 さて，ご存知の通り，平成25年4月1日より，東西橋北小学校

の統合により，新しく橋北小学校としてスタートすることになりました。学校そのものは変わらない

けれども，名前が変わっていくことに，子どもたちは，どのように反応しているでしょう。4 月からは，

どの学年も新しい友達が増えますが，今まで，活発に行ってきた交流活動のおかげで，子ども

たちは，みんな顔見知りです。どの子も，「楽しく，なかよく，気持ちよく」新しい学校生活が送れ

るよう，3 学期は特に，人権教育にも力を入れて臨みたいと思っています。保護者ならびに地域

の方々とも協働して，新しい「橋北小学校」に向け，手を取り合って，明るく，元気に進んでいき

たいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

   
1 月 8 日（火）は，第 3 学期の始業式でした。半月ぶ

りに出会った子どもたちは，それはそれは静かに，整然

と並んで，全校児童が集合するのを待っていました。 

子どもたちにも言いました。今日の並び方や待ち方

は，今までの中で一番すばらしいと。だんだん規律や

ルールが身についてきている様子が分かります。そし

て，何よりも，ほめてもらったことに対するうれしさが，顔

に表れてくることから，素直に自分をほめている子が増えてきたことも実感できます。 

「自分を好きになれる」ことは，自尊感情を育てる上でとても重要な観点です。「友だちに優し

くしている自分が好き」「手を抜かずに掃除をしている自分が好き」「一生懸命勉強をしようとして

いる自分が好き」など，プラスのイメージを持って取り組む自分を好きになってほしいのです。 

始業式の中で，例によって「楽しく，なかよく，気持ちよく」を振り返り，統合に向けて，新しい気

持ちで，新しい学年を始めるために，自分をよりよく変えていこうと話しました。みんなは，真剣な

顔で，しっかりと話す人の方を見て，考えながら聴いていたようでした。3 学期の間に，人を思い

やる気持ちをより強く持つための学習を充実させたいと考えています。 
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 1 月 10 日（木）には，日時を指定しないで，休み時間に

行う避難訓練を実施しました。今回も，隣の橋北保育園と

の合同訓練です。 

 10 時 30 分に緊急地震速報の音声が流れ，それに引き

続き，地震の揺れる音が流れてきました。子どもたちは，

休み時間ですので，運動場や校内のあちらこちらに分散

していますが，教頭先生の放送での指示をよく聞き，運動場や廊下，教室などで，自分の身の

安全を守るための工夫ができていました。橋北保育園からも続々と園児たちが運動場に集まっ

てきました。第 1次避難は，3分弱で完了しました。休み時間ということを考えても，すばらしい避

難・集合だったと思います。 

 引き続いて，津波が到来するという設定で，全員が3階に避難します。

6 年生は 2 歳児の，5 年生は 3 歳児の，4 年生は 4 歳児の，そして 3

年生は 5歳児の手を引いて，校舎 3階まで誘導しました。 

 手を引いて歩いていく姿を見て，何と立派に見えたことか。自信と責

任感があふれる姿に，思わず感激してしまいました。この照れくさそう

な笑顔の 6 年生と，2 才児の手をつなぐ様子は，めったには見られな

い場面です。 

 また，あのやんちゃな3年

生も，5 歳児の手を引きな

がら，りりしく階段を上っていく様は，立派なお兄さん

です。この活動は，防災学習と並んで，人間形成の

ための貴重な体験学習となっています。小さな子のこ

とを親身に思い，優しく，温かく接することのできるす

ばらしい西橋北小学校の子どもたちです。またまた，

大好きになってしまいました。いつでも，どんなときに

でも，このすてきな心を，体中にあふれさせることが

できるように，もっともっとたくさんの経験を積んでいってほしいと願っています。 

 今回の避難訓練では，地域の方々の避難を考慮に入れ，3

階ホールは使わずに，各教室や視聴覚室を利用して行いま

した。かなり窮屈な思いをして座りましたが，こんなことも現実

には起こるかもしれません。そのために，いろいろな想定の訓

練を実施しています。 

 さらには，保育園から，ミルク用の水などの物資を運ぶ訓練

も同時に行いました。保育士さんたちは，1 歳児を背負ってい

ますので，小学校の職員もこの業務に当たります。 

 このように，隣同士連携して，協働して，園児や児童の安全

確保に力を注いでいきたいと考えています。 


